
網戸の取り外し 

□ガラスルーバー 

固定網戸の取扱い　　（室内側取付） 

①網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
②網戸を取り付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

①固定金具のツマミを90°回転しロックを解除してください。 
②網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
③網戸を取り付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

■固定金具付きの場合（高さ寸法1000mm以上） 

■ステンレス網戸をお使いの場合は 

網戸の取り外し 

□ガラスルーバー 

面格子付固定網戸の取扱い　　（室内側取付） 

①固定金具の固定ねじをゆるめ金具を網側へ引きます。 
②網戸を持ち上げ、網戸下部を室内側へ引いてください。 
③網戸を取付ける時は、上記と逆の操作をおこなってください。 

1．網戸の両側から水を含ませた柔らかい布やスポンジなどで、軽く 
      
2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込み口を取付けて 
 
 
 

ステンレス製網戸は、排気ガス・塩害などの環境により、ステンレス 
網やステンレス網戸と接触する形材が腐食する場合がありますので、 
定期的な清掃（中性洗剤＋水洗い）をおこなってください。特に海岸 
近接地域や煤塵の発生の多い地域は汚れの程度により、月に１回程度 
を目安として清掃をお願いいたします。 

網戸のお手入れ 

□全網戸共通 

網戸のお手入れについて 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。網がはずれたり、破れたり 
します。 
網には火気を近づけないでください。 
網戸をメンテナンスし再取付した時は必ず固定金具をセットしてください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでください。網がはずれて、 
窓から人が落ちると事故（人損・物損）につながります。 

固定金具 

ツマミを90°回す 

 固定状態  開放状態 

高さ寸法1000mm以上の時取付 

固定金具 

固定ねじ 

②固定金具を 
　下げる 

①固定ねじを 
　ゆるめる 

 固定状態  開放状態 

お 願 い 

網の片側より強く押さえないでください。 
網がはずれたり、破れたりします。 
網には火気を近づけないでください。 
網戸をメンテナンスし再取付した時は、必ず 
固定金具をセットしてください。 

網戸によりかかったり、押したりしないでく 
ださい。網がはずれて、窓から人が落ちると 
事故（人損・物損）につながります。 

 はさむようにして汚れを落してください。 
 
軽くこするようにしてお使いください。 

 

3．汚れのひどい場合は、中性洗剤を含ませた柔らかい布やスポンジ 
などで、軽くはさむようにして汚れを落としてください。 
汚れが落ちたら水を含ませた布やスポンジなどでふきとってください。 
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プリーツ網戸のお手入れ 

■お手入れの方法について 

網戸は普段からのこまめなお手入れが大切です。網についた汚れは定期的にほこりをはらうだけできれいに長くお使 
いいただくことができます。日常からのお手入れが大切になりますので本説明書の記載事項をよくお読みになりご使 
用願いますようおねがいいたします。 

網戸のお手入れは汚れの程度によって右表の 
ような方法でこなうと効果的におこなえます。 
詳細は下記を参照してください。 

1．網戸を開いて、刷毛やブラシ付きノズルを取付けた 
      電気掃除機を使用して、縦方向に網の折り目にそって 
      動かし、ほこりを落とします。 

1．網戸を開いて、刷毛やブラシ付きノズルを取付けた電気掃除機を使用 
      して、縦方向に網の折り目にそって動かし、ほこりを落とします。 

1．油汚れの場合は、ほこりをはらい取ることができないので、網戸用洗浄スプレー又は洗剤にて汚れを浮き立たせます。 
   （綿ほこりなどによる著しい汚れ参照） 
2．洗剤をつけたら数分間（3分位）放置して汚れを浮き立たせて、水をつけたスポンジなどで汚れを吸い取ります。 
3．最後に乾いた雑巾などで水分を拭き取り、乾燥するまで網戸を開いた状態にして、網戸の乾燥後、収納します。 

引違い・片引き窓用の一体型プリーツ網戸は外れ止めを外した箇所を清掃するとよりプリーツ網戸が長持ちします。 
定期的な清掃をおこなってください。 

マイナスドライバーを図の 
位置でこじるようにすると 
はずれ止めが外れます。 

はずれ止めを外した 
箇所を清掃します。 

はずれ止めを元の位置に 
水平に押し込んで下さい。 はずれ止め 

3．洗剤をつけたら数分間（3分位）放置します、水を付けたスポンジ 
      などで汚れと洗剤成分を良く落とします。汚れを落としたら、乾い 
      た雑巾などで水分を拭き取ります。ある程度水分を拭き取ったら 
      乾燥するまで網戸を開いた状態にして、網戸の乾燥後、収納します。 

2．ほこりを落としたら、次に網戸専用洗浄スプレーを吹きかけます。 
      この時、裏側に新聞紙や雑巾などをあてておくと効果的に吹き付け 
      られます。網戸専用スプレーが無い時は、中性洗剤を既定通り希釈 
      したものをスポンジなどに吸い込ませて両側から押さえるようにし 
      て、網に洗剤を塗りつけてください。 

掃除機による 
清掃 

刷毛による清掃 

スポンジによる清掃 スプレー吹き付け 

2．電気掃除機をお使いの場合は、ブラシのついた吸込 
      み口を取付て軽くこするようにしてお使いください。 

網の汚れ具合 

① 

② 
③ 

お手入れ方法 
刷毛（はけ）によるほこり払い 
掃除機によるほこりの吸い込み 
刷毛＋網戸用洗浄剤（もしくは中性洗剤） 
網戸用洗浄剤 

ほこりのみの軽微な汚れ 

綿ほこりなどによる著しい汚れ 
油汚れ 

お 願 い 

清掃時は、ほこりが舞いますので十分な換気と、周囲の養生をしてから清掃を開始してください。 
また、清掃時はマスクなどの着用をしてください。 
網戸専用洗浄スプレーをご使用の際は、スプレー缶にも記載してある注意書きをよくお読みになりご使用ください。 
洗剤成分が残った場合。洗剤によりサッシが変色する場合があります。 
清掃の際、網戸を強く擦らないようにしてください。網の破損の原因となることがあります。 

①ほこりのみの軽微な汚れ（日常のお手入れ） 

②綿ほこりなどによる著しい汚れ（目詰まりを起こしているような状態） 

③油汚れの場合 

④一体型フリー片引きタイプはここも清掃 

①はずれ止めの外し方 

② 
清 
掃 

③はずれ止めの取付け方 

グライドブロック 

外れ止め 

グライドブロック 

外れ止め 
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イーズネットのお手入れ 

■お手入れの方法について 

■網戸を取り外して清掃する場合（引違い・片引き用） 
　 

網戸レールに、ゴミ・砂等 
が入った時は、電気掃除機 
で清掃してください。 
 

網戸のお手入れは、網戸を開いて、はけ・ブラシ付ノズルを取付けた 
電気掃除機やはけ、ブラシなどで清掃してください。また、とれにく 
いほこりは、乾いた大きめのスポンジを網のうら側にあてて、その部 
分を、ブラシのついた吸い込み口を取付けた電気掃除機で吸い取って 
ください。 

 

網戸のお手入れ時に網戸を取り外して清掃になる場合には、下記の手順に従って作業をしてください。 
 

②網戸をサッシの中央付近に 
　移動させ、上に持ち上げる。 

◆網戸の取外し手順 
③下部を室内側へ振り出して網戸を下げる。 
④上部網戸レール端部キャップを取り外す。  

⑤室内側へ網戸を枠から 
　取り外します。 

①網戸を収納する。 

⑥網を開き、網戸を 
　使用状態にします。 

⑦網戸の虫除けゴムが上になるよ 
　うにして網の清掃を行います。 

⑧清掃終了後、良く乾燥させてから網を収納します。 
　網の収納時に、シワをつくらないように気をつけ 
　てください。 
　 

⑨乾燥後枠に取り外したのとは 
　逆の手順で取り付けます。 

良く乾燥 
させる 

取り付け 

1．網戸を取り外す時は、ケガをしないように十分注意しておこなってください。 

網戸取外し時に網を傷つけないように注意してください。 
網戸を水洗いした時は、良く乾かしてから収納してください。 
網戸を清掃する時は、網を強く押しつけないでください。網の破損につながることがあります。 

お 願 い 

 

お 願 い 

注　 意 
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